
欝銑f∵∴　1∵∴ソさむ！！∵…f二［
k　　　ト　　　　ロ　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　‘汽154　！
’　φ　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

∵・9　、S I　　　’

∫㌻禦野∫：謬1曜∴∴る：1娼尊門’ン

’盤生
　の．の」．翅そ　「び　＃もよ　以お　ア携

’級翫澱

～腐素

；、　　　　　’

　　s

　　　　’

　　　　7

．’ h　㌦∴”　r錦蜷研掌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　v

罫懸轡舞鍛南轟，
　　　ゼ　　’　　・　ド㌧　　　　　　　　　　　，t’　”　　　’

　敵．に純弊な’A，B∵にりいで岡繭の厚搾．；　’でメ1，λ2で

の窃1ぎP義、球凝（1）に働袖奪捻あそれを

⑭に代入転て種綴i曹ﾝσ8遮炉心・煩ρλ・／Pk2）、

あ磁瓢る1罷がで紡♂q・b＼

いこ纏聯したの聯2町あ葛・した㌍燭析
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　メ　　　　　　　　　　ほ　ロ
箏當つズは任意の厚さのセル噂吸牧スペクト惣を求め、，

　　x　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　，

　その透過率演ら（Da　1！Pえ2）の値を求め第2圓よ9CAヂ

砧を求めるζ岬で嚢るq　，一γ弓／・　t
　　　，　　　　　、　　一’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　・

宛，貿へ
～　　　1　重　～

脱　’メ

　　　　、’　　、♪　濁原照犠・金武窺己：適、、い

続講盗灘罐謙欝歪毒ξ認墜
桑～’飾6し海櫓蓮あ雛繊ゼ舳成物磁蹴縞』
　　　　　1　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　，　　　　v

　　　　か成公¢～分析はほとんどiT；可能であるo　　ジ，　　．
ギ　　’

　　　　臓水鰯鑑として無泳璽化亜鉛を席い，炉オクチルア1、
　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　ルコ宛ゆよびメチルヘキ財ルカル弩ノrルに翠0～
、

　　　、i30℃で鞠薩化螺舳ず碑雌成脳観如＼　．

染募第灘1繕最最数ll㌫二編　　∵

∵雰議摯鷺蓋響二瓢蟹襲誰む
　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　t

　　　得られか1一ジ・ロfaクタンと2一クロロオクタンを
tX，

h．　　　正確に取繊して用酔た5とれらめ赤外線吸牧ズ凌ク斜

　　　　ルは第1圓の海砂である。／C一α結脅め吸歌は1・一ク　　　　，

　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　のL　　げ　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　J　　　　　　　　　　　　　　　　　　曙
　　　　　　　　tS　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　t　　　’

　　　　”「7　　3　一　　㌧，　，　，、・－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

博讐霧麟線臨ぺ姻ζポ
　　　　　　　　　　r百　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛　　　」ゴ

　　　　　　　　　　へ」　　「　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

t 、箆
第’2　蹴

　Ve
みの

㌧　’

　　f

り、

・！藩

　　メ僧‘

　　ハ
さ’
揀m

　　．f，I

l『

F
誇　、

』　　‘曾

し∫
，ゼ
C

i‘翫
i，1　、、

＾

9

6

’ P

　　　。Pt、
」

’　、、　“L第・断、，　♂
　　　ヤ
　　　．ロロォクタンでは650レと725　yi　2Aクロロオクタンで．

　　　は620レξ御馳（⑳Ov電あゐと・思われるが測定可能範
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　il　園外）である。したがつて働。と675。鹸一．・’ンド
　　　　　　　　　ノ
　　　として分析を行つたoA，Bの二成勢系では或る波長λ1
　　　　　　’，〉　　　　　　’
　　　での邊過寧をT％とするとオプチカルデンシテイ齢は

　　　次9ようになるo’　　　．　　　　　　，

　　　ノ　　　・Dλ1－＝・IQ9・e（響）云為孝C孟み一8・亭Cタ　　．（1）

　　　こどにゐ凶k、Bはそ演れ繊分A，Bのλfゼの吸

　　　敗係歎，彦’はtCルの厚さ，　Cゐ0β絃濃度でCA十CB　・11
　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　で夢るb4bλ2，翫キr娩ンド轟する確」Pλ1とDλeの比，

　　　を取る薮・　’，　、・，　　　㌦・
　　　　　　　　　　　　k
　　　、　　　k　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　　　L

、．浮v　～．，乱．孔∵1＝・訂1．♂．，　d・㌧∵

漉　合　比

’1・－Cl’52％

　2一α48％

f“

yε｝騎
や　　　　　　　　　　リ

　ユ」q34％ρ
　2－Cr置66％・
　　　　　　畠

（ρゆ・a薯ごφρ〉。b・

一一一一一一一一窒窒g－’＝一→一　
　ボ　t
　1。22　　　　1。2σ・

　　　　t．

，IA2 1泌

OS9　｝1・001　t

秀　析銘xL
ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　＋

1乙C150％
2－Cl　50％

妙　　　　　．

、1一α’66er，　二

’2・－Cl　34％㌧曾．　’

1一α35％　　：
2－－Ct、－65％　　　二・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　x　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　り

　　’モノク・・財゜クタyにρいての分析結果は・塵旗亜
　　　　　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

震綬織驚警霧鵜識；鴬・
　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な

．・初オクタン葦ふく鞠メチルヘキぞルi？ルe’．ノール

　から隼成したも．のは1紳グロゴオ1クタセをほとんどふ
　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．：

　くまずゼ又ご級ナルコ炉ルなる敵反懲速度は前者にく：
　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ

　らぺて極ぬ治早い。さちに前者の場合．過酸化物とレ
　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　ゆ　　　　へ

　て過酸化ペンゾイルを少量添加する時rc　．2－一ク　v“－n　＊．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、へ！　t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’，1　クタンの含有量力噛炉に減少するが反癒が緩働『なる

轍葉臨撃甥驚難露隠灘欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’∵！，．轍・－o箪の吸牧が齢わ鴻かち，そ妻馳誠、t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陽
　分廉として分析せねばなちないo、〈Di／Pag）のPt　rc・よ
　　　　　　　　　　　ノ　　’　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　うて，炭素数の異つたゲルキルク島YイドrζOVN’ても・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身」．　類推するζとが可能憾あるo　ご　　・、．　1・v守、

　　　　　　　　　Pt－・z，　；隔轡凝溶

応∴∵臥、1・編魍〆》，∴淵1丸．1墨∴滅蘇ト盤


